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陽光の明るさに，春の足音を感じる季節になりました．本誌は創刊から12年目

の春を迎えることになりますが，2004年の創刊号から今号までの目次をたどりま

すと，言語聴覚障害学の歩みと臨床環境の変化が手に取るようにわかります．

創刊号では笹沼澄子先生，伊藤元信先生，船山美奈子先生が「発刊に寄せて」と題

し，寄稿されています．このうち笹沼澄子先生はEvidence-based Practice(根拠

に基づく臨床)を確実なものにするため，言語聴覚療法のアウトカム研究(効果研

究)の必要性について熱く述べられています．これまで本誌に掲載された新しい治

療法とその効果を検討した原著論文の数々，また(社)日本言語聴覚士協会学術研究

部が行ってきた各種障害臨床に関する調査研究はそのような研究の一部をなすもの

といえます．今後は，協会が推進役となって言語聴覚療法の効果に関する大掛かり

なプロジェクト研究が始まることを期待したいと思います．

伊藤元信先生は，論文発表の重要性について力説され，研究は学術専門誌に掲載

されることによって結実するのであり，学会における口頭発表はその通過点である

と述べられています．日本言語聴覚学会では毎年300題を超える演題が口頭または

ポスターで発表されますが，そのうち論文として発表されるのは1割弱でしかあり

ません．研究ではその方法と成果を他者が追試できるようにまとめて公表し，専門

家の批判を受けることが求められますが，その形態としては論文が最も適していま

す．本年も，多数の研究が学会などで報告されると思いますが，是非その成果を本

誌に投稿していただきたいと思います．

今号には，第15回日本言語聴覚学会におけるセミナー講演「成人吃音の臨床」(坂

田善政氏)とシンポジウム「言語聴覚士のあるべき姿の再考―成人言語聴覚障害領

域」(座長 藤田郁代氏)が掲載されています．シンポジウムでは臨床･研究の経験豊

かな先生方がご自分の臨床に基づき言語聴覚士のStand Pointについて深く考察

され，実に読みごたえのある内容となっています．原著論文は失語症の音韻符号化

訓練の効果が検討され(鈴木恒輔氏)，EBPを支える研究成果が示されています．

またリポート「現場，最前線」では米国に留学し大学院で言語病理学を学んだ田宮愛

氏がその実体験を生きいきとレポートされており，留学を志す方々の参考になるも

のと思われます． (藤田郁代)
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